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2 0 2 1 - 2 2 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 奉 仕 し よ う  

み ん な の 人 生 を 豊 か に す る た め に 」  

2 0 2 1 - 2 2 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「立ち向かおう！   

ロータリアンの総意を結集して 」  

 

週  報  第 ２ ６ ３ ６ 回  

２ ０ ２ １ 年 １ ２ 月 １ ０ 日  

              八千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事   テーマ：そして過去を振り返る～週報について～  

担  当：クラブ広報委員会     卓話者：稲山雅治会員  

テーマ：直前会長幹事慰労会・新入会員歓迎会  

１２月１７日          担  当：親睦活動委員会／ＳＡＡ  

♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ ３ 5 例会♢ ♦ ♢ ♦  

司会  田村隆治  
「 君 が代 」  「 奉仕の理想 」  
 

会 長 挨拶     会 長  江頭泰利  
 
皆様こんにちは 。お変わ り あ り ませんか 。  

早 く も 、 １ ２ 月 に 入 り ま し た 。 い わ ゆ る ”師

走 “に な り ま す が 、 ま た 新 た に変異株 「 ｵﾐ ｸﾛ

ﾝ株 」 が 南 ｱﾌ ﾘｶで 発 見 さ れ 、 既 に ﾖｰﾛｯﾊ ﾟを

中心に伝播してい る よ う です 。 日本はご承知

の よ う に 感染者数 が低 く 抑 え ら れ て お り 、 年

末年始に向け 、 よ う や く今 までの規制が解除

され 、 ご家族や友人 と の再会 を 、 心待ちに し

てお られ る方々に水を差すよ う な事態になっ

て い ま す 。 政 府 も １ １ 月 ２ ９ 日 に は 全 世 界 か

ら の 、 外 国 人 の 新 規入 国 の 停 止 、 そ の 後 一

部邦人の帰国需要について配慮す る等を発

表 し 、 期 間 は １ １ 月 ３ ０ 日 か ら １ ２ 月 ３ １ 日 ま

での １ カ月間 と な り ま し た 。  

こ の よ う な 中 、 八 千代 ﾛｰﾀﾘｰは 引 き 続 き 、

会 員 の 皆 様 に ご 負 担 を お か け し ま す が 、 感

染防止に今 まで同様 、最善を尽 く し 、 体 温 、

体 調 の 報 告 等 既 に 決 め ら れ た こ と を 遵 守 の

う え 、 活動し て まい り ます 。  

す で に 、 空 港検疫で ２ 名 の 「 ｵﾐｸﾛﾝ株 」 の

感 染 者 が 出 て お り 、 「 ｵｸ ﾐ ﾛ ﾝ株 」 そ の も の の

解 明 は こ れ か ら で す の で 、 徹 底 し た 感 染 防

止を よろ し くお願いいた し ます 。  

１ １ 月 の 理 事会 で 、 承 認 い た だ き ま し た八

千代社会福祉協議会への寄付について 、 同

協議会の綱島会長様 、村田常務理事様にご

面談 し 、 １ ２ 月 １ ０ 日 （ 金 ） の 例 会 の中 で 、 贈

呈 式 を 執 り 行 う こ と を お 伝 え い た し ま し た 。

八千代福祉協議会では協会宛ての寄付は 、

通常次年度まで預 り 金 と し て保管し 、翌年度

に 予 算 化 し て 処 理 す る 方 式 が 採 ら れ ま す

が 、八千代 ﾛｰﾀﾘｰと し て は 、 協会で実施し て

い る 「 ふ ら っ と ﾎｰﾑ事 業 等 」 は 、 食 事 等 に 困

ってい る方に一刻も早 くお届け し たい旨をお

伝 え し 、 協議の結果 、 協会の役員方々 と 、 ４

ふ ら っ と ﾎｰﾑ等 の 司 会 の 役 員 の方 々 を お 招

き し て 、 直接お渡しす る こ と に し てお り ます 。

よ ろ し くお願い申し上げます 。  

本日は次期の杉年度の理事役員の承認を

はか る年次総会です 。 杉会長 ｴﾚｸﾄ、 中 村副

幹 事 が 練 り に 練 っ た 人 事 案 件 で す 。 ど う か

皆 様 の ご 理 解 が 得 ら れ る こ と を 祈 念 申 し 上

げます 。無事に理事役員が承認され ます と 、

江 頭 、 鈴木幹事年度 も 折 り 返 し に入 り ま す 。

ｸﾘｽﾏｽ家 族会が開 けず会員だけの忘年会 と

な り ま す 。 新 年 以 降 も 数 々 の 案 件 を 抱 え て

い ま す 。 ど う か 「 オ ミ ク ロ ン 株 」 の 感 染 が何 と

か防げないか気を もむばか りです 。  
 

表  彰  
 
米山功労者 ﾒｼ ﾞ ｬｰﾄ ﾞﾅｰ 1 0回  佐野忠信会員  

  ﾏﾙﾁﾌ ﾟﾙ５ 回  栗原   稔会員  
ﾏﾙﾁﾌ ﾟﾙ５ 回  渡邉敏美会員  
ﾏﾙﾁﾌ ﾟﾙ５ 回  松戸英雄会員  
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幹事報告     幹事  鈴木利雄  
 
・ 八千代商工会議所か ら令和 ４年新春講演
会 ・新春賀詞交歓会の案内が来ています 。  
1/12 (水 )  市民会館小ホール  
１ 部  15 :00～新春講演会  北川正恭氏  
２ 部  16 :40～上代会頭ご挨拶  
参加希望の方はお声がけ下 さい 。 12/15〆  
・ 12/10の例会で 、ふら っ と ﾎｰﾑ大和田 ・緑
が丘 ・ ｸﾞﾘｰﾝﾋﾙ八千代台 と 、米本 ｺﾐｭﾆﾃｨｽ
ﾍ ﾟｰｽほ っ こ り の ４ 団体へ寄付金贈呈式を行
います 。  
・ 12/10理事会開催  
 

お祝い  
 
本人誕生日 ：谷田貝彰会員  
夫人誕生日 ： 谷田貝彰会員 ･佐 野忠信会員  
 

例 会 行 事   年 次 総 会  
司会  鈴木利雄  

 
本日の出席者は 46名で細則の第 ５条第 ３

節 の 規定 に基 づ き ま し て 総 数 の 1 / 3以 上の
参 加 を 得 て い ま す の で 年 次 総 会 の 成 立 を
宣言 させて頂 き ま す 。 議長は ｸﾗﾌ ﾞ細 則 の第
４ 条 第 １ 節 に よ り 会 長 が 務 め ま す 。  
 

議長  江頭泰利  
 

ク ﾗ ﾌ ﾞ細 則 の 第 ５ 条 第 １ 節 に よ り 、 た だ 今

か ら八千代 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞ 2021‐ 22 年度の年次

総 会 を 開 催 致 し ま す 。 本 日 の 議 案 は １ 点 で

す 。杉次年度会長よ り ご説明頂き ます 。  
 

次年度会長  杉  晟  
 

第 １号議案 ：次年度役員理事選任案  

役員 ６名 、理事 ８名選任案を発表致し ます 。  

(理事会にて承認済 ・敬称略 )  

【 役員 】  

会    長     杉  晟  

直前会長     江頭泰利  

会長エレ ク ト  君塚欣也  

副  会  長     飯生高一郎  

幹     事     中村賢治  

会     計     齋藤敏夫  

Ｓ  Ａ  Ａ     浅野正幸  

 【 理事 】  

杉山智基  （ ク ラ ブ管理運営 ）  

市原正男  （ 会員増強 ）  

飯田明彦  （ 公共 イ メージ ）  

安宅照男  （ ロ ー タ リー財団 ）  

遠藤章雄  （ 奉仕プロジ ェ ク ト ）  

池田  建  （ 親睦活動 ）  

佐久間勇治  （ 米山記念奨学会 ）  

中島貞好  （ プ ロ グ ラ ム ）  

議長  江頭泰利  
 

第 ３ 号 議 案 を 承認頂け る 方 は 拍手 を お願
い致し ます 。 全会一致 と認め可決致し ます 。  
以 上 を も っ て 議 長 の 役 を 終 わ ら せ て 頂 き

ます 。 新役員理事のご活躍を期待す る と と も
に 会 員 の ご 支 援 ご 協 力 を お 願 い 致 し ま す 。  

 
次年度会長  杉  晟  

 
 人事案を承認頂き 、 あ り が と う ご ざい ま し
た 。快 くお引 き受け頂き ま し た皆 さ ま誠にあ
り が と う ご ざいます 。 ど う ぞ よ ろ し くお願い致
し ます 。  
こ の度 、 ま さ かの私が次期会長に選任さ

れた こ と 、 重 く受け止め皆 さん と一緒に ﾛｰﾀ
ﾘｰを 学び 、 ﾛｰﾀﾘｰを楽 し んでい きたい と思
ってお り ます 。  
これか らお話する事を 、 こ こ にお られ る方

の半分に 「 自分 も う そ う か な 」 と 感 じ て頂け
る と あ り がたい と思います し 、 あ と の半分の
方には 「 私はそ う い う人 を教育し てあげ よ う
か な 」 と 思 っ て頂け る と 、 これ も ま た あ り がた
い と思います 。半分半分です 。  
みな さん 「 ﾊﾟﾚｰﾄの法則 」 は ご存知でし ょ

う か 。東大生が 100 人集まった時 、 ２ 割は優
秀 、 ６ 割はそ こそ こ 、 ２ 割はち ょ っ と 難 しい 。
と い う 極端な例で 、社会全般に通用する法
則です 。私の言 う半分半分は ﾊﾟﾚｰﾄの法則
とは異な り ますが 、私が ﾃｰﾏと し て掲げてい
る事に対して 、半分の人は私もそ う かな 、 も
う 半分の人は自分もそ う教えてあげ よ うかな
と い う 気持ちになって頂ければあ りがたい と
思っています 。  
外部の ﾛｰﾀﾘｱﾝか ら よ く言われ るのが八

千代 ｸﾗﾌﾞは 会員が多 く良い (強い )ｸﾗﾌ ﾞで す
ね と言われます 。良い (強い )ｸﾗﾌ ﾞか 弱い ｸﾗ
ﾌ ﾞか の判断基準は私には分か り ませんが 、
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いずれも他 ｸﾗﾌﾞの ﾛｰﾀﾘｱﾝが判断する こ と
で あ り ます 。一つ言え る こ と は ﾛｰﾀﾘｰには ﾛ
ｰﾀﾘｰの目的 (Ob je c t  o f  Ro ta r y )があ り ます 。
そ こには奉仕の理念を奨励し 、 これ を育む
こ と にあ る と し て 、具体的に ４箇条の項目を
奨励してお り ます 。  
こ の目的に沿った活動をする こ と と 「 奉仕

の理想 」 の歌を声高らかに歌え る ｸﾗﾌ ﾞが客
観的に見て良い (強い )ｸﾗﾌ ﾞで あ る と 自負し
て良い と思っています 。 そのためには 、私
の ﾃｰﾏは ﾛｰﾀﾘｰを 学び 、語 り 、 奉仕を実践
してい こ う 。 英語で言えば  
Th ink  toge the r , f o r  f u tu r e  ですね 。わたし
は 、 こ こに 「 楽 し んで 」 を入れたい と思って
い ます 。会員増強も必要ですが ｸﾗﾌ ﾞの 質の
向上を継続してい く こ と は も っ と大切な こ と
と 思 ってい ます 。私の ﾛｰﾀﾘｰについての考
え方には ｸﾗﾌﾞ入 会当時 と現在では大き く違
って き ま し た 。 ｸﾗﾌ ﾞ活 動計画書の冒頭に書
かれている 、 ﾛｰﾀﾘｰの目的 、四つのテス ト 、
ﾛｰﾀﾘｱﾝの行動規範などただなん と な く読ん
でい る程度でした 。 ｸﾗﾌ ﾞ出 席の時はみんな
と話を し て昼食を と り 、 ｺ ﾞﾙﾌの話を し て帰る
だけで し たので ﾛｰﾀﾘｰの心 (奉仕の理念 )は
全 く身についていません 。 し か し今は 、 ﾛｰﾀ
ﾘｰｸﾗﾌ ﾞは 各人それぞれの役割分担はあ り
ますが 、長幼の序を重ん じつつも上下関係
がな く互いに尊重し合って人間力を高める
場所であ る と認識 し ﾛｰﾀﾘｰの心 (奉仕の理
念 )を身につけたい と思ってお り ます 。  
そのき っかけは過去 ３年間に RC RL I  DL

研修会に参加させて頂いた こ と です 。  
私は 2012 年 １月 ２ ３日に当時の会長佐野

忠信会員か ら卒業のない と書かれた入会賞
状を頂いて以来約 10 年にな り ます 。 ﾛｰﾀﾘｰ
に入会 し て 10 年経つわけで外の ﾛｰﾀﾘｱﾝな
ら誰が見て も この人は ﾛｰﾀﾘｰを 分かってい
る人だ と思 うで し ょ うね 。私が入会した と き
は ﾛｰﾀﾘｰ歴の長い人はそ う だろ う な と思っ
てい ま し た し 、 さすが我が八千代 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗ
ﾌ ﾞの 多 く の方は ﾛｰﾀﾘｰを よ く ご存 じで し た 。
入会時いろいろな場面で教わる こ と が多か
ったです 。 し か し 、それはその場その場で
の対応であ り ﾛｰﾀﾘｰを 広 く見た中での繋が
りが分か り ませんでし た 。即ち 、私自身は ｸ
ﾗﾌﾞで い ろいろな活動を させて も らい ま し た
がその活動の意義 、 この活動が何にどの よ
う に奉仕したのか 、 ま た ｸﾗﾌ ﾞの 寄付や個人
の寄付をす るがそれらはどの よ う に使われ
てい るのかなど 、更には ﾛｰﾀﾘｰの言葉の一
部ですが 、例えば超我の奉仕 、最 も よ く奉
仕する者は最も多 く報い られ る 、 ﾛｰﾀﾘｰの
歴史 、 ﾛｰﾀﾘｰの理念 、 ﾛｰﾀﾘｰの使命 、 ﾛｰﾀﾘ
ｰと 倫理 、 ﾛｰﾀﾘｰの目的 、 ﾛｰﾀﾘｰの行動規
範 、四つのテス ト 、 な ど頻繁に聞き 、文字で
見た りは し ま し たが十分理解で きていない
こ と が RLI の研修で少しずつではあ り ます
が分か り始め ま し た 。  

外部の人か ら ﾛｰﾀﾘｰは何を し てい る と こ ろ
ですか と問われた ら皆 さんはどの よ う に答
え ますか 。 う ま く 説明で きれば RI か ら発信さ
れて久しい会員増強に繋がる と考えてお り
ます 。  
八千代 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞ 「 ビ ジ ョ ン 2030」 に齟

齬を きた さない活動するために も中長期目
標の ４ ,ｸﾗﾌ ﾞ研 修で ｸﾗﾌ ﾞの 先輩達か ら ﾛｰﾀﾘ
ｰを 学び 、語 り 合い ま し ょ う 。 そのためには
年度の奉仕活動を含めて 「 ｸﾗﾌ ﾞ戦 略計画特
別委員会 」 、 理事会に諮 り具体的な活動方
法を検討し実践してい きたい と思っていま
す 。  
最後にな り ますが 、皆様におかれまし て

は私 と中村幹事にご教示ご鞭撻のほど 、 よ
ろ し く お願いいたし ます 。  
 

次年度幹事  中村賢治  
 
次年度幹事 を 務 め さ せ て 頂 く 中 村です宜

し くお願い致し ます 。  
先ずは快 く引 き受けて頂き ま し た理事 、 役

員の皆様に感謝申し上げ ます 。そ し て宜 し く
お願い申し上げます 。  
一 昨 年 、 昨 年 、 今 年 と ｺﾛﾅの 影 響 で 通 常

に ﾛｰﾀﾘｰの 活動 が出来ず残念に思い ます 。
た だ通常に例会や旅行 、 飲み会が出来 る の
は 凄 く 貴 重 な 事 だ と 気 づ か さ れ た 気 が し ま
す 。 次年度は通常 に例会が行われ る 事 を 切
に願ってお り ます 。  
杉次年度会長 と は佐野会長 、橋本幹事年

度入会の同期 で 次年度 は丁度 １ ０ 年 目 を 迎
え ま す 。 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞで はや っ と 中堅 く ら い で
し ょ う か 。 当 時 杉 次 年 度 会 長 は 大 型 新 人 と
言 わ れ 、 私 は 態 度 の ﾃ ﾞ ｶｲ新 人 で ２ 人 と も 意
味は違えど大きい事は共通してい ますね 。  
杉次年度会長 と は入会 ２ 年目の親睦委員

会で一緒で し た 。 委 員長が杉次年度会長で
委員は遠藤会員 、 宮 田会員 、 小 村会員 と 私
で し た 。 今 考 え れ ば 会 長 経 験 者 ば か り の 凄
い ﾒﾝﾊﾞｰで し た 。 １ 年間ど う な るか と思っ てい
た ら 、 こ れ が意外 と ｽﾑｰｽ ﾞに 進み ま し た 。 ﾍﾞﾃ
ﾗﾝ会 員 の 方 々 が 率 先 し て 動 い て 下 さ り 、 分
か ら な い 事 や ﾀ ﾞ ﾒな 事 を 色 々 御 指 導 頂 き 大
変勉強にな っ た と 思 っ てお り ま す 。 こ の 形 に
習い杉次年度会長は ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞ、 八千代 ｸﾗ
ﾌ ﾞを も っ と 学 ん で 頂 き た い と い う 事 で 若手 を
中心に委員長になっ て も らい 、 ﾍﾞﾃﾗﾝ会 員の
方 に ｻﾎ ﾟｰ ﾄを し て 頂 き た い と 考 え て お り ま す
の で 、 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。 ﾛ ｰ ﾀ ﾘ ｰ ｸ ﾗ
ﾌ ﾞ、 八 千代 ｸﾗﾌ ﾞを も っ と 知 り ﾛｰﾀﾘｰで の活動
に役に立てて頂きたい と考えてお り ます 。  
私 も一緒に学んで行き たい と 思ってお り ま

すので御指導の程宜し くお願い致し ます 。  
最 後 に 八 千 代 ﾛｰﾀ ﾘｰ ｸ ﾗ ﾌ ﾞで は 同 期 の 会

長 、 幹 事 は初 で は ない で し ょ う か 。 初 物 と い
う事で失敗を恐れず邁進して行きたい と思っ
て お り ま す 。 会 員 の 皆 様 方 に は 今 ま で と 変
わ り な い 御 指 導 、 御 協 力 を お 願 い し 次 年 度
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幹事の挨拶 と させて頂き ます 。  
 

次年度会長推薦者  上代修二会員  
 
 2013 年佐野会長 と橋本幹事年度の入会 と
思い出し ま し た 。入会を希望 されてい る と 聞
き 、お会い し ま し たが 、果た し て こんな田舎
の ｸﾗﾌﾞに 大企業の社長経験者に入って頂い
て も大丈夫だろ う か と 思い 、少し様子を見 さ
せて頂いた記憶がよみがえって参 り ま し た 。
し か しなが ら 、 入会後は順応性が良 く 、やは
り大企業の社長を務めて きた方は順応性を
兼ね備えていて 、 ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄ Y などの様々な
事に積極的に関わって頂き ま し た 。 ﾛｰﾀﾘｰを
理解 し よ う と い う 努力も非常に見受け られ 、
本当にいい人に入って頂いた と思ってお り
ま し た 。次年度 10 年目に会長 と な るわけで
すが 、おそ ら く ｺﾛﾅも終息する と思 う と こ ろで
あ り 、 来年の ７月にはき っ と 大丈夫だろ う と
思 ってお り ます 。そ う し ます と 、例会 も通常
通 りに開催 され 、中止になっていた様々な ｲ
ﾍﾞﾝﾄも で き る よ う にな る と 思い ますので 、中
村 さん と力を合わせて 、牽引 し ていって も ら
え る と あ り がたい と思い ます 。  
 今日は 、杉 さんで も緊張するんだな 、 と 感
じ ま し た 。冒頭に敬称略 と言いなが ら 「 さん 」
や 「 様 」 を 付けた り 、気合の入った挨拶の中
にも非常に緊張した感 じ が致 し ま し た 。そ う
い う 面で 、改めて親しみを感じ てい ます 。  
ま た 、中村 さん も 、 こ んなにすごい挨拶が

で き るんだな 、 と思い ま し た 。隣にあ る郵便
局の局長は私の甥ですが 、同級生です 。 う
ちの甥っ子はあんな挨拶がで き るかな と思
いなが ら聞かせて頂き ま し た 。来年 ７月か ら
の新年度では思いのたけをぶつけて活動し
て欲 しい と思います 。 ただ 、最近 ﾛｰﾀﾘｰは安
易な方向に走 りすぎてい る と 感じ る事 もあ り
ます 。変え るべきか変えざ るべ きか 、根本的
な ものは し っか り と し て頂ければ と思いま
す 。大いに奉仕した人が 、大いに報われる と
言い ますが 、 あの言葉が １番嫌いで 、報われ
るために奉仕しているわけではあ り ません 。
ひ と り でに自分たちが普通に奉仕してい くの
だろ う と 思 っ てお り ます 。杉 さん と中村 さん
の年度がいい年にな り ます事をお祈 り し て激
励の こ とば と致 し ます 。  
 

激励の言葉  パス ト会長  市原正男  
 
 我が ｸﾗﾌﾞで は慣例 と し て 、年次総会の ﾀｲﾐ

ﾝｸ ﾞで 次の次の会長を口説き落 と さ なければ

な り ません 。実は杉さんに 、会長になって く

だ さい と口説いたのは私でございます 。最初

にそろそろ役員をやって頂けませんか？と

話 し ま し た ら 、 今か ら幹事をやって 、 その何

年後かに会長に 、 なんて言ってた ら死んじ ゃ

う よ 。 と 言われ 、幹事をや らずに会長を され

た方 もい ますか ら 、い き な り 会長をやって も

ら え ませんか？と 、何度かお話して口説き落

とす こ と が出来ま した 。会長就任までまだ半

年あ り ますので 、 も う少 し充電して頂き たい

と思います 。 「 頑張って 」 と は言いた く あ り ま

せんので 、頑張 らずに ﾘﾗｯｸｽし て 55 名の会

員の う ちのひ と り と い う よ う な 、 軽い気持ちで

会長職をお勤め頂 く と ｸﾗﾌ ﾞも う ま く い く のか

な と い う 気がし ます 。 これか らの杉会長 ｴﾚｸﾄ

と 中村副幹事 、役員の皆 さ まのご健勝を祈

念して激励の言葉と致 し ます 。  
 

司会  鈴木利雄  
 
只今を も ちま し て 、 2020-21年度年次総

会を終了致し ます 。皆 さ ま ご協力ど う も あ り

が と う ご ざい ま し た 。  
 
～ニ コ ニ コ B OX～           \ 4 0 , 0 0 0 -  

 
☆年次総会 よ ろ し く お願い致 し ます☆  

杉 ・ 中 村 ・ 江 頭 ・ 鈴 木 利 雄 ・ 君 塚 欣 哉 ・ 上 代  
江 口 ・ 久 土 地 ・ 菊 川 ・ 三 井 ・ 市 原 ・ 風 間 ・ 杉 山  
日 下 部 ・ 山 浦 ・ 中 島 貞 好 ・ 宮 田 ・ 飯 生 ・ 橋 本  
朝戸 ・ 池田  
☆ １ 年間あ りが と う ご ざ い ま し た 。  

勝田台会参加宜 し く お願い致 し ます 。 櫻井  
☆大勢の皆様か ら誕生祝い を し て頂 き  

あ り が と う ご ざ い ま した 。  宮野  
☆宮野会員先週はお気遣い頂き  

あ り が と う ご ざ い ま した 。  安宅  
☆今年度も も う 折 り返 し ですね 。   稲山  
☆ ﾊ ﾞ ｯ ｼ ﾞを 忘 れ て し ま い ま し た 。   君 塚 桂 一  
☆ 師 走 で す 。 頑 張 り ま し ょ う 。    中 島  仁  
☆多神教の日本に生まれて幸せです 。  

両親に感謝 し よ う 。  佐野  
☆ １ １ 月 ２ ６ 日欠席 し ま し た 。  遠藤  
☆欠席 しま し た 。  及川  
☆前回欠席 し ま した 。  石渡  
 
～友愛 BOX～             ￥ 12 , 000-  

 
☆ ｺﾛ ﾅに か か ら ず 無 事 で す 。   谷 田 貝  彰  
☆妻の誕生日に きれいなお花  

あ り が と う ご ざ い ま す 。  佐野  
 

 近隣クラブ例会日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R .C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R .C  

  例会場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ  
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館          １ ２ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト  1 ド ル ￥ １ １ ４ -  

 会 員  
総 数  

出 席  
対 象 者  

出 席 者  ％  

12/3  ５ ５  ５ ０  ４ ６  92 . 00  

■ ク ラ ブ 広 報 委 員 会  委 員 長 : 稲 山 雅 治  副 委 員 長 : 浅 野 正 幸  委 員 : 山 﨑 克 已  久 土 地  剛  
■ 出 席 委 員 長  日 下 部 良 夫  ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 ま で に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い 。  


